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■継続的な活動のために
地域課題の解決に向けた取り
組みは、短期間で成果が出るも
のばかりではなく、長期的な視野
を持って取り組むものの方が多
いかもしれません。今回は、活動
の継続的な実施に必要となる運
営資金の確保について考えます。
多くの市民活動団体では、自主事
業による収入のほか、会員からの
寄付や企業からの助成金などに
より運営資金を確保しています。

しかし最近では、会員の減少
などで安定した収入を得ること
が難しい団体も増えています。そ
んな中注目されているのが、プロ
ジェクトごとに資金を調達する
「クラウドファンディング」です。
■クラウドファンディングって何？
クラウドファンディングとは、
インターネットを介して、事業に
共感し応援してくれる人から資
金を募る仕組みです。団体のこと
を知らない人や遠隔地に住む人
からも、事業にかける想いが伝わ

れば広く寄付を集めることが可
能です。そのためには、事業の目
的や内容を、SNSなどで積極的に
発信していくことが重要です。
■活動の支援者を増やそう
クラウドファンディングは、

プロジェクトに対する寄付の募
集であり、手数料も掛かります。
しかし、自分たちの取り組みを
広く情報発信することで、活動
の幅を広げ、支援者を増やすこ
とができるかもしれません。皆
さんも一度挑戦してみませんか。→ →

第14回

新たな寄付のかたち
市民協働安全課（☎354−8179　FAX354−8316）

■伊勢湾台風から60年
今年は、昭和34年９月26日に
発生した「伊勢湾台風」から60
年の節目の年に当たります。
伊勢湾台風では、伊勢湾奥部
で観測史上最大の3.55メートル
の高浪が発生し、愛知県・三重
県を中心に大きな被害がありま
した。それまで同地域で台風に
よる大きな災害の経験がなかっ
たこと、停電のためテレビやラ
ジオで情報を得られなかったこ

となどが、被害の拡大につなが
ったと言われています。
■台風への備え
地震などと違い、台風の接近
は高い確率で予測できます。過
去の台風による被害の多くが、
情報不足や対処行動の遅れ、不
注意な行動によるものです。
日頃から、防災マップなどで
浸水する場所や避難場所を確認
したり、家・勤務先周辺の危険
箇所や非常持ち出し品を確認し
たりすることが必要です。また、

テレビやラジオ、「四日市市安全
安心防災メール」などを使って
情報を確認し、早めに行動しま
しょう。

■危機管理室からのお知らせ
８月28日（水）午前11時に市内

全域の防災行政無線およびＣＴＹ－
ＦＭ放送から、全国瞬時警報シス
テム（Ｊアラート）全国一斉情報
伝達試験放送が行われます。ご理
解とご協力をお願いします。

→

第２回

台風のシーズンがやって来ます
危機管理室（☎354−8119　FAX350−3022）

→


